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4．鳥類 

【選定・評価方法の概要】

鳥類は、東京都の本土部で記録のある種の中から、生息数や生息地域が限られる 173 種

（亜種を含む）を検討対象種とし、これらの生息状況を精査してランクを判定した。鳥類

は移動能力が大きいため、本来の生息地から大きく離れて移動し、偶発的に記録される迷

行記録や、安定した生息とはならない不定期記録も多く存在する。このような種は「非分

布」として扱った。また、日本が主要な越冬地でないため、国内全体の生息数が少ない場

合もあり、これは対象外とした。

判定にあたっては定量的要件を原則としたが、生息状況についての把握が十分ではない

種が多く、定性的要件による評価も並行して行った。鳥類は季節移動が大きく、生息数が

時期により大きく異なるが、個体群保全に重要な世代交代にかかわる繁殖期の生息状況を

重視した。本土部全体の評価は、各種の主要な生息地となる地域区分の評価を中心としつ

つ、都としての保全の観点を加えて行った。

【選定・評価結果の概要】

評価の結果、本レッドリストの掲載種は合計で 160 種と 2 亜種の 162 種となった。前回

のリスト（2010 年版）と数は同じだが、新規掲載が 10 種、削除種（前回 2010 年版に掲

載されていて今回の改定によりレッドリストから外れた種）が 10 種と変動があった。新

しく掲載種となったホシハジロ、ゴイサギ、オナガ、イワツバメ、セッカ、ホオジロ、カ

シラダカは近年まで極めて普通に生息していたものばかりである。ホシハジロとカシラダ

カは全国的にも減少している。ハジロカイツブリは資料の精査の上、生息数が少数と判断

した。ウミネコとリュウキュウサンショウクイは、近年、都内で繁殖期に少数個体が生息

するようになった。

削除種となった種の中で、シラコバトは『日本鳥類目録 改訂第 7 版』の記載に基づき、

東京で記録があったものは外来生物とした。その他はデータの精査の結果、主要な生息地

でないといった理由により「非分布」として対象外とされた種である。生息状況が好転し、

ランク外となったものは、多摩地域におけるダイサギだけである。

また、絶滅した鳥類の判定には困難が伴った。日本国内全般において、明治期に狩猟の

ため大型鳥類が大きく減少し、都内においてもトキやコウノトリ、ツル類やハクガンなど

の生息が消失したと思われる。しかし、これらの記録の精査は困難であるため、日本野鳥

の会（1975）による『東京の鳥 －東京都産鳥類目録－』の記載を元に、1930 年代以降に

定常的な生息がなくなった種を絶滅とした。繁殖していた種については、50 年以上の繁殖

記録の消失によって絶滅とした。

絶滅危惧（CR、EN、VU）と判定された種を目別に見ると、チドリ目が 37 種と最も多

いほか、カイツブリ目やサギ目、ツル目（クイナ科）といった干潟や湿地を生息環境とす
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る鳥類が含まれる。また、キジ目やスズメ目でも、オオヨシキリやオオジュリンなど湿性

草地（ヨシ原）、ヒバリやモズ、ホオジロ、セッカなど草地性の鳥が多く含まれ、湿地や草

地環境の減少や悪化が、絶滅のおそれを増大させていることを示唆している。チドリ目は

北極圏から赤道・南半球まで渡る鳥も多く、地球規模での環境変化の影響を受けて生息数

が減少しているとされる。 
タカ目、ハヤブサ目、フクロウ目の食物連鎖の上位に位置し、猛禽類と称される捕食性

鳥類は合わせて 21 種となった。生態系全体の劣化に注意する必要がある。樹洞を主な営

巣場所とするフクロウ類では、樹洞を持つ大樹が少なくなってきていることも減少要因と

して考えられる。都内の樹木は植樹などから年数が経って生長し、猛禽類など大型鳥類の

営巣可能木も増加しているが、台風による倒木およびその対策や森林施業としての伐採も

あるため、営巣木の保全には留意する必要がある。 
スズメ目の中では、国外から渡ってくる夏鳥 20 種が含まれる。都内の生息環境の変化

だけでなく、越冬地や中継地の環境変化などの影響を受けている可能性がある。 
カモ類は、休息地となる公園などの水域環境には大きな変化は無いが、都内全体として

1990 年代以降の減少が著しい。東京都では人による給餌を行わないように呼びかけてい

ることから、公園の池ではこの効果による減少があると思われる。また、温暖化により国

内の越冬分布が変化していることも提起されているが、湿地の減少や湾岸の底生生物の変

化などで食物条件が悪化している可能性もある。 
地域別にみると、区部が掲載種 123 種ともっとも多い。開発が進み、鳥類の生息環境条

件の悪化が大きく進行しているといえる。特に湾岸部の干潟や湿地に生息する鳥類がリス

トに多く挙げられた。1960 年代に埋め立てが進行し、1970 年代から 1990 年代前半には

埋立地が自然湿地の代替機能をもっていたが、その後土地利用が進み、現在、野鳥の生息

環境となる干潟・湿地は、東京港野鳥公園や葛西海浜公園、多摩川河口域などごく一部に

限られる。内陸部も畑や未利用地が減り、宅地化や都市化が進んで緑地が減少し、ヒバリ

やセッカ、モズなど林縁や草地に生息する種が減少している。北多摩は掲載種 82 種であ

った。武蔵野台地上に畑地や樹林が多かったが、1980 年代以降急速に宅地化や都市化が進

行し、樹林や農地などの緑地の減少が現在も大きく進行している。南多摩は掲載種 105 種

で区部に次いで多い。丘陵地を主体とした谷戸地形が多く、多摩ニュータウンに代表され

る 1960 年代からの大規模な宅地開発などで、地形も大きく変わった場所もある。現在で

も丘陵地が多く比較的良好な鳥類の生息環境が残っている。西多摩は掲載種 99 種となっ

た。ほぼ全域が山地帯で、スギ、ヒノキの植林地が多いが、標高 1,000ｍ以上ではブナ帯

の落葉広葉樹林も多く、都内でも自然環境がもっとも残っている。リストには山林性の種

が多い。外来生物のガビチョウやソウシチョウが増加する一方、ニホンジカの増加による

林床や林縁植生の減少が生じており、コルリやコマドリ、ウグイスなど低木層を生活空間

としている鳥類の生息状況の悪化を引き起こしているおそれがある。 
北多摩と南多摩の境を流れる多摩川の中流部と区部の下流部、更に区部に位置する江戸
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川と荒川の下流部では、河川敷や中州がヒバリやセッカ、オオヨシキリ、イカルチドリな

どシギ・チドリ類の貴重な生息地となっている。これらの河川環境は、河川の整備や利用

により、湿地や草地環境が失われるなど生息環境の減少および悪化が生じてきた。河川に

おいては、湿地環境の保全や堰の管理で自然環境の保全措置も行われるようになり、鳥類

の生息環境の向上も期待されるが、近年は、5 月から 7 月の繁殖期の降雨の激甚化が生じ

ており、河川での増水による営巣育雛への影響にも注意が必要である。 
現時点では絶滅のおそれはないが、特定の生息地への集中が強いスズガモ、カンムリカ

イツブリとニホンジカによる植生変化の影響が大きいウグイスについては、環境条件の変

化により生息状況が急変する可能性があるので、注意喚起のため留意種とした。ウミネコ

は、都内での繁殖数は少ないが、新たに繁殖を開始し、営巣状況の変動が大きいために留

意種とした。 
鳥類への脅威としての違法捕獲は、取り締まりの強化が進んでいるが無くなってはいな

い。猛禽等希少種への違法捕獲による個体数への影響はかつてより少なくなっていると考

えられるが、依然として注意は必要である。鳥類に対しては、観察者による営巣行動等の

かく乱の影響が大きい。特に営巣時期・営巣場所での写真撮影は、深刻な影響を及ぼす。

絶滅危惧種ほか写真撮影の圧力が大きい種の営巣情報の取り扱いには注意が必要である。 
 
［引用文献］ 
環境省自然環境局，2020．第 50 回ガンカモ類の生息調査報告書． 
日本鳥学会（目録編集委員会），2012．日本鳥類目録 改訂第 7 版． 
日本野鳥の会奥多摩支部，2014．多摩の鳥 鳥類目録 2000-2012． 
日本野鳥の会東京，2016．東京の野鳥たち～月例探鳥会 7 か所・20 年間の記録～． 
日本野鳥の会東京，2018．東京の野鳥たち・2～月例探鳥会 3 か所・20 年間の記録 および 

明治神宮・高尾山・新浜の長期記録～． 
東京都環境保全局，1998．東京都鳥類繁殖状況調査報告書． 
東京都産鳥類目録作成委員会，2009．東京都産鳥類目録 2000 自治体編 Ver.1． 
 
※この他、全国鳥類繁殖分布調査および東京都繁殖分布調査の未公開データの提供を受けた。 

 
 

                                                               （金井 裕）  
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鳥類（本土部） 
 

【記号凡例】 
［EX］絶滅   ［EW］野生絶滅   ［CR］絶滅危惧ⅠA 類   ［EN］絶滅危惧ⅠB 類 
［CR+EN］絶滅危惧Ⅰ類   ［VU］絶滅危惧Ⅱ類   ［NT］準絶滅危惧   ［DD］情報不足 
［＊］留意種（選定理由①～⑥は P.11 参照）   ［○］ランク外   ［－］データ無し   ［・］非分布 

 
 

区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

キジ目 GALLIFORMES

キジ科 Phasianidae

ウズラ Coturnix japonica CR CR CR CR CR VU

ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii ・ DD EN VU VU

キジ Phasianus colchicus EN NT NT NT NT

カモ目 ANSERIFORMES

カモ科 Anatidae

ヒシクイ Anser fabalis EX ・ ・ ・ EX VU

マガン Anser albifrons EX ・ ・ ・ EX NT

オシドリ Aix galericulata EN VU VU VU VU DD

ヨシガモ Anas falcata EN CR EN CR EN

シマアジ Anas querquedula DD ・ ・ ・ DD

トモエガモ Anas formosa DD DD ・ ・ DD VU

ホシハジロ Aythya ferina VU VU VU ・ VU

スズガモ Aythya marila ＊② ・ ・ ・ ＊②

ビロードキンクロ Melanitta fusca DD ・ ・ ・ DD

クロガモ Melanitta americana DD ・ ・ ・ DD

ホオジロガモ Bucephala clangula VU VU VU EN EN

ミコアイサ Mergellus albellus EN CR EN VU EN

ウミアイサ Mergus serrator DD ・ ・ ・ DD

カイツブリ目 PODICIPEDIFORMES

カイツブリ科 Podicipedidae

カイツブリ Tachybaptus ruficollis NT VU NT NT NT

アカエリカイツブリ Podiceps grisegena NT ・ ・ ・ NT

カンムリカイツブリ Podiceps cristatus ＊② ＊② NT ・ ＊②

ハジロカイツブリ Podiceps nigricollis NT ＊② ・ ・ NT

ハト目 COLUMBIFORMES

ハト科 Columbidae

アオバト Treron sieboldii ・ NT NT ○ NT

ペリカン目 PELECANIFORMES

サギ科 Ardeidae

サンカノゴイ Botaurus stellaris CR ・ ・ ・ CR EN

ヨシゴイ Ixobrychus sinensis CR CR EN EN CR NT

ミゾゴイ Gorsachius goisagi ・ CR EN EN EN VU

ゴイサギ Nycticorax nycticorax VU VU VU NT VU

ササゴイ Butorides striata CR CR VU VU VU

ダイサギ Ardea alba NT ○ ○ ○ ○

チュウサギ Egretta intermedia NT NT NT NT NT NT

コサギ Egretta garzetta VU NT NT NT VU

和名 学名
東京都ランク 環境省

ランク
2020

備考
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区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

トキ科 Threskiornithidae

クロツラヘラサギ Platalea minor CR ・ ・ ・ CR EN

ツル目 GRUIFORMES

クイナ科 Rallidae

クイナ Rallus aquaticus DD DD NT NT NT

ヒクイナ Porzana fusca CR CR CR CR CR NT

バン Gallinula chloropus EN EN VU VU EN

オオバン Fulica atra CR ○ ○ ○ CR

カッコウ目 CUCULIFORMES

カッコウ科 Cuculidae

ジュウイチ Hierococcyx hyperythrus ・ ・ ・ NT NT

ホトトギス Cuculus poliocephalus ・ ○ NT NT NT

ツツドリ Cuculus optatus ・ ・ NT NT NT

カッコウ Cuculus canorus CR VU VU VU VU

ヨタカ目 CAPRIMULGIFORMES

ヨタカ科 Caprimulgidae

ヨタカ Caprimulgus indicus EX CR CR VU EN NT

アマツバメ目 APODIFORMES

アマツバメ科 Apodidae

アマツバメ Apus pacificus ・ ・ ・ DD DD

ヒメアマツバメ Apus nipalensis VU NT NT DD NT

チドリ目 CHARADRIIFORMES

チドリ科 Charadriidae

ケリ Vanellus cinereus ・ ・ ・ DD DD DD

ムナグロ Pluvialis fulva VU VU VU ・ VU

ダイゼン Pluvialis squatarola VU ・ ・ ・ VU

イカルチドリ Charadrius placidus EN VU VU NT VU

コチドリ Charadrius dubius CR NT VU NT VU

シロチドリ Charadrius alexandrinus CR CR CR ・ CR VU

メダイチドリ Charadrius mongolus VU ・ ・ ・ VU

ミヤコドリ科 Haematopodidae

ミヤコドリ Haematopus ostralegus VU ・ ・ ・ VU

セイタカシギ科 Recurvirostridae

セイタカシギ Himantopus himantopus EN ・ ・ ・ EN VU

シギ科 Scolopacidae

ヤマシギ Scolopax rusticola VU VU VU VU VU

アオシギ Gallinago solitaria DD DD EN DD EN

オオジシギ Gallinago hardwickii DD ・ ・ ・ DD NT

チュウジシギ Gallinago megala DD ・ DD ・ DD

タシギ Gallinago gallinago VU VU VU VU VU

オグロシギ Limosa limosa EN ・ ・ ・ EN

オオソリハシシギ Limosa lapponica EN ・ ・ ・ EN VU

チュウシャクシギ Numenius phaeopus VU ・ ・ ・ VU

ダイシャクシギ Numenius arquata CR ・ ・ ・ CR

ホウロクシギ Numenius madagascariensis CR ・ ・ ・ CR VU

ツルシギ Tringa erythropus CR ・ DD ・ CR VU

アカアシシギ Tringa totanus CR ・ ・ ・ CR VU

和名 学名
東京都ランク 環境省

ランク
2020

備考
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区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

コアオアシシギ Tringa stagnatilis CR ・ ・ ・ CR

アオアシシギ Tringa nebularia NT NT NT ・ NT

クサシギ Tringa ochropus CR VU VU VU VU

タカブシギ Tringa glareola CR VU VU VU VU VU

キアシシギ Heteroscelus brevipes VU VU VU VU VU

ソリハシシギ Xenus cinereus VU ・ ・ ・ VU

イソシギ Actitis hypoleucos VU VU VU VU VU

キョウジョシギ Arenaria interpres VU ・ VU ・ VU

オバシギ Calidris tenuirostris CR ・ ・ ・ CR

コオバシギ Calidris canutus CR ・ ・ ・ CR

ミユビシギ Calidris alba EN ・ ・ ・ EN

トウネン Calidris ruficollis VU ・ VU ・ VU

オジロトウネン Calidris temminckii CR VU VU ・ VU

サルハマシギ Calidris ferruginea CR ・ ・ ・ CR

ハマシギ Calidris alpina VU EN EN EN VU NT

ヘラシギ Eurynorhynchus pygmeus CR ・ ・ ・ CR CR

キリアイ Limicola falcinellus CR ・ ・ ・ CR

エリマキシギ Philomachus pugnax CR ・ ・ ・ CR

アカエリヒレアシシギ Phalaropus lobatus DD ・ NT ・ DD

ハイイロヒレアシシギ Phalaropus fulicarius DD ・ ・ ・ DD

タマシギ科 Rostratulidae

タマシギ Rostratula benghalensis CR ・ EN CR CR VU

カモメ科 Laridae

ウミネコ Larus crassirostris ＊① ・ ・ ・ ＊①

コアジサシ Sterna albifrons EN CR EN CR EN VU

タカ目 ACCIPITRIFORMES

ミサゴ科 Pandionidae

ミサゴ Pandion haliaetus EN VU EN DD EN NT

タカ科 Accipitridae

ハチクマ Pernis ptilorhynchus ・ CR EN CR CR NT

トビ Milvus migrans NT ○ NT ○ NT

チュウヒ Circus spilonotus EN ・ ・ ・ EN EN

ハイイロチュウヒ Circus cyaneus CR ・ ・ ・ CR

ツミ Accipiter gularis EN VU NT NT VU

ハイタカ Accipiter nisus EN VU VU VU VU NT

オオタカ Accipiter gentilis EN VU VU VU VU NT

サシバ Butastur indicus ・ CR CR CR CR VU

ノスリ Buteo buteo CR VU VU NT VU

クマタカ Nisaetus nipalensis ・ ・ CR EN EN EN

フクロウ目 STRIGIFORMES

フクロウ科 Strigidae

オオコノハズク Otus lempiji DD DD CR EN EN

コノハズク Otus sunia ・ ・ CR EN EN

フクロウ Strix uralensis CR VU EN VU EN

アオバズク Ninox scutulata CR EN CR VU CR

トラフズク Asio otus CR EN EN VU EN

コミミズク Asio flammeus CR EN EN VU EN

和名 学名
東京都ランク 環境省

ランク
2020

備考
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区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

ブッポウソウ目 CORACIIFORMES

カワセミ科 Alcedinidae

アカショウビン Halcyon coromanda ・ ・ CR CR CR

カワセミ Alcedo atthis VU NT NT NT NT

ヤマセミ Megaceryle lugubris ・ ・ EN EN EN

ブッポウソウ科 Coraciidae

ブッポウソウ Eurystomus orientalis ・ ・ CR CR CR EN

キツツキ目 PICIFORMES

キツツキ科 Picidae

オオアカゲラ Dendrocopos leucotos ・ ・ NT NT NT

アカゲラ Dendrocopos major ・ ○ NT ○ NT

アオゲラ Picus awokera EN ○ ○ ○ NT

ハヤブサ目 FALCONIFORMES

ハヤブサ科 Falconidae

チョウゲンボウ Falco tinnunculus EN VU VU NT VU

コチョウゲンボウ Falco columbarius DD ・ ・ ・ DD

チゴハヤブサ Falco subbuteo DD ・ ・ ・ DD

ハヤブサ Falco peregrinus EN VU VU CR CR VU

スズメ目 PASSERIFORMES

ヤイロチョウ科 Pittidae

ヤイロチョウ Pitta nympha ・ ・ ・ CR CR EN

サンショウクイ科 Campephagidae

サンショウクイ
Pericrocotus divaricatus
divaricatus EX CR CR CR CR VU 1

リュウキュウサンショウクイ Pericrocotus divaricatus tegimae DD DD DD DD DD

カササギヒタキ科 Monarchidae

サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata EX VU VU VU VU

モズ科 Laniidae

チゴモズ Lanius tigrinus EX CR CR CR CR CR

モズ Lanius bucephalus CR VU NT NT NT

アカモズ Lanius cristatus CR CR CR CR CR EN

カラス科 Corvidae

オナガ Cyanopica cyanus NT NT NT NT NT

ホシガラス Nucifraga caryocatactes ・ ・ ・ VU VU

キクイタダキ科 Regulidae

キクイタダキ Regulus regulus ○ ○ NT VU VU

シジュウカラ科 Paridae

ヤマガラ Poecile varius VU ○ ○ ○ ○

ヒバリ科 Alaudidae

ヒバリ Alauda arvensis VU VU VU VU VU

ツバメ科 Hirundinidae

コシアカツバメ Hirundo daurica VU ・ NT ・ NT

イワツバメ Delichon dasypus DD NT NT ○ NT

ウグイス科 Cettiidae

ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ＊① ＊①

ヤブサメ Urosphena squameiceps ・ VU VU NT NT
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和名、学名、配列は「日本鳥学会目録編集委員会編, 2012. 日本鳥類目録改訂第 7 版. 日本鳥学

会」に準拠した。 

区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

ムシクイ科 Phylloscopidae

メボソムシクイ Phylloscopus xanthodryas ・ ・ ・ VU VU

エゾムシクイ Phylloscopus borealoides ・ ・ ・ VU VU

センダイムシクイ Phylloscopus coronatus EX CR VU VU VU

センニュウ科 Locustellidae

オオセッカ Locustella pryeri CR ・ ・ ・ CR EN

ヨシキリ科 Acrocephalidae

オオヨシキリ Acrocephalus orientalis CR VU VU VU VU

コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps ・ ・ DD DD DD

セッカ科 Cisticolidae

セッカ Cisticola juncidis CR VU VU VU VU

ゴジュウカラ科 Sittidae

ゴジュウカラ Sitta europaea ・ ・ VU NT NT

キバシリ科 Certhiidae

キバシリ Certhia familiaris ・ ・ NT NT NT

ミソサザイ科 Troglodytidae

ミソサザイ Troglodytes troglodytes ○ NT NT ○ NT

カワガラス科 Cinclidae

カワガラス Cinclus pallasii ・ ・ VU NT NT

ヒタキ科 Muscicapidae

マミジロ Zoothera sibirica ・ ・ NT VU VU

トラツグミ Zoothera dauma VU VU VU NT VU

クロツグミ Turdus cardis ・ NT NT NT NT

コマドリ Luscinia akahige ・ ・ ・ VU VU

コルリ Luscinia cyane ・ ・ ・ EN EN

イソヒヨドリ Monticola solitarius NT NT NT DD NT

サメビタキ Muscicapa sibirica ・ ・ ・ NT NT

コサメビタキ Muscicapa dauurica EX VU VU VU VU

オオルリ Cyanoptila cyanomelana ・ NT NT NT NT

イワヒバリ科 Prunellidae

カヤクグリ Prunella rubida ・ ・ NT NT NT

セキレイ科 Motacillidae

セグロセキレイ Motacilla grandis VU NT NT ○ NT

アトリ科 Fringillidae

ハギマシコ Leucosticte arctoa ・ ・ DD DD DD

ベニマシコ Uragus sibiricus VU NT NT NT NT

オオマシコ Carpodacus roseus ・ ・ DD DD DD

イスカ Loxia curvirostra ・ ・ ・ DD DD

ウソ Pyrrhula pyrrhula NT NT NT VU VU

イカル Eophona personata NT NT ○ ○ NT

ホオジロ科 Emberizidae

ホオジロ Emberiza cioides EN NT NT NT NT

カシラダカ Emberiza rustica VU VU NT NT VU

クロジ Emberiza variabilis NT NT NT EN EN

コジュリン Emberiza yessoensis DD ・ ・ ・ DD VU

オオジュリン Emberiza schoeniclus NT NT NT NT NT
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【備考】 
1：最近の研究結果に従って学名を変更した。前回記載の学名は Pericrocotus divaricatus である。 

 
 
【留意種とした理由】 

和名 地域区分 留意種とした理由 

スズガモ 区部 特定の生息地への集中が強く、環境条件の変化により生息

状況が急変する可能性があるため 本土部 

カンムリカイツブリ 区部 特定の生息地への集中が強く、環境条件の変化により生息

状況が急変する可能性があるため 北多摩 

本土部 

ハジロカイツブリ 
北多摩 特定の生息地への集中が強く、環境条件の変化により生息

状況が急変する可能性があるため 
ウミネコ 区部 数が少なく都市部での繁殖であり、増減の傾向が不明であ

るため 本土部 

ウグイス 西多摩 山地から平地まで広く分布するが、山地ではニホンジカの食

害・ササ枯れにより林床植生がなくなっており、影響がある

可能性があるため 本土部 

 
 
  


